
 

 

 

 

 

 

 

「伝える」と「伝わる」 
校長 大島 一浩 

昭和 23 年 12 月１０日、国連総会において基本的人

権尊重の原則を定めた「世界人権宣言」が採択されまし

た。世界的に毎年12月 10日は「人権デー」と定められ

ています。日本では人権デーを最終日とする一週間

（12/4～10）を毎年「人権週間」と定めて、全国的に人

権啓発活動を強化しています。 

本校では、年間を通して毎回の職員会議の際に教員

が輪番で担当し、男女平等や児童虐待等、この国にある

さまざまな人権課題について、皆で考える取り組みを継

続しています。 

学校が子ども達に対しての人権課題として取り組むべ

きものの中に、いじめの問題があります。道徳の時間や学

級活動、学年集会等を利用して指導をしています。年３回

（6，11，2 月）のふれあい月間があります。セーフティ教

室では、SNSの使い方についての授業を行っています。も

ちろん大切なのは、インターネットの危険性や正しい使い

方を伝えることよりも、子ども達の生活している学校の中

でのコミュニケーション全般に対する適切な指導・支援を

行うことです。しかし、インターネットを使い始めた子ども

達は、対面での直接的なコミュニケーションと同じように

（またはそれ以上に）、SNS 上でのコミュニケーションに

期待したり不安に感じたりしているようです。 

インターネットはコミュケーションツールとして万能では

ありません。ＳＮＳにより誤解につながることもあります。例

えば、AさんとBさんが遊ぶ約束をしているところに、別の

C さんが A さんを遊ぼうと誘ったとします。A さんは B さ

んに「Cさんもいい？」と送りますが、Bさんからは「いいよ」 

 

という返信。この「いいよ」が問題です。「一緒に遊んでも

いいよ（賛成）」なのか「呼ばない方がいいよ（反対）」な

のかがはっきりしない。対面であれば、表情などで伝わり

そうなことでも、SNS 上での文字のやり取りだと、これが

難しい。これがもとで些細なトラブルになり、学校の中で

も引きずるようになってしまうこともあります。他にも、軽く

書きこんだことが、相手に重く深刻なこととして受け止め

られてしまうこともあります。 

「伝える」ことと「伝わること」は同じではありません。自

分が伝えたいことが、そのとおりに相手に伝わるとは限ら

ないということです。 

思いを正しく伝えようと努力することはもちろんですが、

もし誤って伝わってしまった場合、相手に「素直に謝るこ

と」、そして、誤解を理解して相手を「許してあげること」。

子ども達には、この二つの力を早い段階で、他人の人権

を尊重し良い人間関係を形成していく大切な力として身

に付けてほしいと感じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6・11・２月のふれあい月間には横断幕を掲示します 

  

 

【１１月ふれあい月間を終えて】 

 先月は学校におけるいじめ等の問題行動や不登校等の早期発見・早期対応、未然防止につながる取組を実施

する『ふれあい月間』でした。校内では６月に引き続き、あいさつ運動が行われました。小学校では、３、４、５、６年

生を中心に毎朝、あいさつロードを作りました。爽やかなあいさつが飛び交い、清々しい一日をスタートすることが

できました。あいさつは人と人をつなぎ、あなたのことを大切に思っていますという意思表示でもあります。ぜひ、あ

いさつ運動が終わっても続けてほしいです。中学校では毎月の学校生活アンケートよりも項目を増やし、より自分と

向き合うとともに他との関わりについてじっくり考える時間を設けました。アンケートをもとに、聞き取りや面談を行っ

た結果、概ね学校生活を安心して過ごしている様子が見受けられました。 

これからも自分も周りの人も大切にできるよう、児童・生徒の悩みに心から寄り添った指導を継続していきます。  

（生活指導主任 小・中） 
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図書委員会より 

11月 1日～11月 10日は本校の読書週間でした。 

小学校では読書週間を盛り上げるべく、読書ラリーを行

いました。図書委員がおすすめする本の中からクイズが出

題され、全問正解の人はシールをもらうことができました。

休み時間には普段より図書ゾーンに行く子どもたちが増

え、本に親しむ良い機会となりました。 

中学校では、読書週間でたくさん本を借りた人にしおり

をプレゼントする企画をしました。手作りのしおりは好評だ

ったようで、図書委員会としても嬉しい限りです。今後も

POP や図書だよりをつくり、図書ゾーンを多くの人に活用

してもらえるようにしていきたいと思います。   

 （図書委員会 小・中）  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１２月の主な行事】 

２日 （土） お台場マラソン 

４日 （月） 三者面談（中学校）～１１日（月） 

７日 （木） オリンピアン出前授業（５年） 

８日 （金） 音楽鑑賞教室（９年） 

９日 （土） 海苔ひび立て（５年） 

 １１日 （月） マイスクール PR コンペティション（代表委員、生徒会） 

１２日 （火） 避難訓練 

１３日 （水） 個人面談①（小学校） ②１４日（木） 

③１８日（月） ④１９日（火） ⑤２１日（木） 

１５日 （金） 私立高校入試相談（９年） 

１８日 （月） 音楽鑑賞教室（５年） 

２２日 （金） 給食終 

２５日 （月） ２学期終業式 

２６日 （火） 冬期休業 ～１/７日（日） 

１/９日 （火） ３学期始業式 

 

 

 

第２学年より 
２年生は、学習成果発表会（舞台の部）で劇「おばけの遠足」に取り組みました。劇の本番では、役になりきって、大

きな声で台詞が言えるように頑張ることができました。２年生は、１０月に入ってから、授業時間だけでなく休み時間に

も進んで練習してきました。担任として、劇の本番での演技やダンス、斉唱を見ていると、一人一人の成長を感じるとと

もに、保護者や地域の方々とこの感動的な瞬間を共有できたことにも喜びを感じました。 

この行事を通して、「学年みんなが協力し合い、一つ一つの課題に真剣に取り組むこと」について学ぶことができま

した。学年全体が団結し、共通の目標に向かって一丸となって取り組むことが、行事成功の秘訣です。今後の学校生活

を充実させる上で、素晴らしい学びを得ることができました。 

これからも２年生は、学年目標「仲間」を意識して、友達と学び合い、励まし合いながら学習や行事に全力で取り組

んで参ります。今後も、学校の教育活動へのご理解、ご協力よろしくお願い致します。 

（第２学年担任） 

給食委員会より 

給食委員会では、毎日の給食の始めと終わりのあい

さつや、週末に給食当番が白衣を持ち帰るように呼び

かけるなど、当番活動も含め、児童生徒全員にとって

給食の時間が充実できるよう、活動しています。 

小学校の給食委員では、昨年から「残菜を減らそう

キャンペーン」に取り組んでいます。一人一人が苦手

な物も少しでも食べられるようになることを目標にし

ています。全校に呼びかけながら行い、おいしく何で

も食べることができるよう活動を続けていきます。 

中学校の給食委員会では、毎月１回、委員会新聞

「LunchTimes」を発行し、「食の楽しさや大切さを伝

えよう。」を目標に、活動しています。 

（給食委員会 小・中）  

【スクールカウンセラー 相談曜日】 
 

○火曜日（小学校）            

○金曜日（小・中学校）         

○月曜日（中学校）  

 
 
電話連絡先 

●小学校03-5500-2572  

●中学校03-5500-2575 

 


